
組織強化拡大をはかろう！！
活力ある組合づくりに邁進し

複数の眼で�
仲間の加入促進�
組織を強化�
しよう！！�

私たちも�
内容を聞いてから�
組合の仲間に�
なろう…�

組 　　　織�

拡�
大�

各
支
部
大
会
は
、
建
設
長
崎

第
六
十
二
回
定
期
大
会
を
受
け

て
、
八
月
二
十
日
の
佐
世
保
中

央
支
部
、
佐
世
保
東
支
部
を
始

め
に
、
九
月
五
日
ま
で
県
下
十

五
支
部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
部
を
代
表
し
て
金
子
委
員

長
は
四
月
に
行
わ
れ
た
県
議
選

挙
の
御
礼
を
述
べ
た
後
「
長
崎

の
県
民
所
得
は
全
国
の
中
で
も

下
か
ら
三
番
目
と
厳
し
い
。
仕

事
不
足
と
賃
金
が
少
し
で
も
改

善
す
る
よ
う
に
運
動
の
強
化
を

図
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
推
薦

議
員
か
ら
も
御
礼
と
激
励
の
挨

拶
を
受
け
ま
し
た
。

各
支
部
の
活
動
に
対
す
る
功

労
者
表
彰
や
、
健
康
優
良
家
庭

の
表
彰
の
後
、
議
事
は
、
平
成

十
八
年
度
支
部
活
動
経
過
、
支

部
会
計
決
算
報
告
を
行
い
、
平

成
十
九
年
度
支
部
活
動
方
針
の

中
で
は
、
組
織
九
〇
〇
〇
名
復

元
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て

年
間
拡
大
目
標
を
設
定
し
て
取

り
組
む
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。続

い
て
、
平
成
十
九
年
度
支

部
会
計
予
算
（
案
）
提
案
に
続

き
、
役
員
の
選
出
で
は
平
成
十

九
年
度
の
支
部
三
役
を
始
め
執

行
委
員
、
分
会
長
等
の
確
認
が

さ
れ
ま
し
た
。

（
各
支
部
の
新
三
役
は
次
頁

に
掲
載
）

私たちを取り巻く情勢は大変厳しい
ものがあります。だからこそ、建設技能者・職人が
組合に結集し、切実な要求の実現や制度改善に向かっ
て進んでいくことが大切です。 全建総連・建設長崎

発行●長崎県建設産業労働組合 〒852‐8021 長崎市城山町１７番５８号 TEL 095‐862‐7121 FAX 095‐862‐5281 発行責任者●北村政和 編集人●田上一郎 印刷●�昭和堂 TEL 095‐821‐1234

September
No.507
２００７年９月１５日

１部２０円 組合員の購読料は組合費に含みます

ホームページ開設
９月２０日予定です
http://www.kensetunagasaki.org
（建設長崎でも検索できます。）

８／２０～９／５

未加入者の紹介・行動への参加をお願します。

第二次拡大行動

１１月１日～１２月１０日
第一次拡大行動

９月１５日～１０月１５日

活活力力ああるる組組合合づづくくりりにに邁邁進進しし 県県
下下
１１５５
支支
部部
のの
大大
会会

佐佐
世世
保保
中中
央央

佐佐
世世
保保
東東

支支
部部
をを
皮皮
切切
りり
にに
開開
催催

組組織織強強化化拡拡大大ををははかかろろうう！！！！

9

秋 期 拡 大 行 動 の お 知 ら せ

※未加入者を紹介していただいた方には、粗品をお渡しします。
さらに紹介した方が加入され、在籍三カ月を越えた場合には紹介者に記念品をお渡しします。

１ 毎月１回１５日発行 ２００７年（平成１９年）９月１５日発行建 設 長 崎第５０７号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）�



●
市
南
支
部

開
催
日

八
月
二
十
七
日
�

会

場

三
和
町
商
工
会

参
加
者

七
十
名

支
部
長

中
島

直
人（
大
工
）

副
支
部
長

山
本

秀
夫（
大
工
）

〃

葛
島

俊
幸（
大
工
）

〃

小
宮

清
治（
大
工
）

〃

松
浦

良
二（
左
官
）

〃

小
泉

雄
義（
大
工
）

担

当

古
井

宏
樹

●
諫
早
支
部

開
催
日

八
月
三
十
日
�

会

場

諫
早
勤
労
者
福
祉
会
館

参
加
者

八
十
七
名

支
部
長

高
谷

義
信（
大
工
）

副
支
部
長

樋
口

義
雄（
大
工
）

〃

木
下

忠
明（
大
工
）

〃

石
丸

久（
大
工
）

〃

荒
木

隆
吉（
大
工
）

〃

田
崎

義
光（
大
工
）

〃

中
村

太
司（
大
工
）

書
記
長

池
田

剛（
専
従
）

●
西
彼
支
部

開
催
日

八
月
二
十
八
日
�

会

場

時
津
町
北
部
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

参
加
者

九
十
三
名

支
部
長

尾
崎

由
盛（
大
工
）

副
支
部
長

植
田

勝
次（
瓦
工
）

〃

松
林

満
男（
左
官
）

〃

石
橋

洸（
建
具
工
）

担

当

城
下

大
輔（
専
従
）

●
大
村
支
部

開
催
日

八
月
三
十
日
�

会

場

支
部
事
務
所

参
加
者

八
十
五
名

支
部
長

伊
藤

一
廣（
大
工
）

副
支
部
長

福
田

通（
建
設
事
務
）

〃

平
内

末
雄（
左
官
）

〃

上
野
美
喜
雄（
大
工
）

〃

川
田

洋
一（
大
工
）

〃

中
尾

政
男（
大
工
）

担

当

立
野

靖
也（
専
従
）

●
佐
世
保
中
央
支
部

開
催
日

八
月
二
十
日
�

会

場

農
協
会
館

参
加
者

七
十
八
名

支
部
長

塚
本

芳
美（
大
工
）

副
支
部
長

末
吉

重
一（
大
工
）

〃

田
中

清
士（
内
装
工
）

〃

川
元

俊
彦（
大
工
）

〃

末
竹

義
隆（
大
工
）

書
記
長

西
平

博
之（
専
従
）

担
当
補
佐

小
野

猛
範（
専
従
）

●
佐
世
保
北
支
部

開
催
日

八
月
二
十
四
日
�

会

場

中
里
・
皆
瀬
地
区
公
民
館

参
加
者

七
十
九
名

支
部
長

小
林

健
治（
大
工
）

副
支
部
長

福
田

栄
治（
大
工
）

〃

柚
元

美
則（
大
工
）

〃

松
山

新
二（
大
工
）

〃

松
尾

正
明（
大
工
）

書
記
長

渕
上

武
司（
専
従
）

●
北
松
支
部

開
催
日

九
月
五
日
�

会

場

サ
ン
パ
ー
ク
吉
井

参
加
者

六
十
七
名

支
部
長

須
藤

輝
久（
大
工
）

副
支
部
長

北
村

久（
大
工
）

〃

近
藤

力
也（
大
工
）

〃

坂
中

善
男（
左
官
）

〃

萩
原

正
清（
大
工
）

書
記
長

渕
上

武
司（
専
従
）

●
平
戸
支
部

開
催
日

九
月
五
日
�

会

場

平
戸
会
場
ホ
テ
ル

参
加
者

六
十
三
名

支
部
長

寺
田

孝
弘（
大
工
）

副
支
部
長

林

敏
英（
大
工
）

〃

岡
田

眞（
大
工
）

〃

山
田

精
市（
大
工
）

〃

大
石

義
孝（
大
工
）

書
記
長

小
野

猛
範（
専
従
）

新役員が決定

●
東
長
崎
支
部

開
催
日

八
月
三
十
一
日
�

会

場

矢
上
団
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー

参
加
者

六
十
六
名

支
部
長

牧
島

貢（
大
工
）

副
支
部
長

岩
永

和
範（
左
官
）

〃

井
手

貞
夫（
左
官
）

〃

長
野

末
廣（
大
工
）

〃

里

澄
宏（
大
工
）

書
記
長

尾
崎

和
利（
専
従
）

●
佐
世
保
東
支
部

開
催
日

八
月
二
十
日
�

会

場

ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
佐
世
保

参
加
者

六
十
三
名

支
部
長

丸
田

勉（
大
工
）

副
支
部
長

茅
原
喜
志
男（
土
木
工
）

〃

長
島

則
行（
大
工
）

〃

田
中

秀
幸（
左
官
）

〃

小
谷

守（
大
工
）

〃

迎

稔（
大
工
）

書
記
長

松
園

俊
輔（
専
従
）

●
大
浦
支
部

開
催
日

九
月
四
日
�

会

場

旧
香
港
上
海
銀
行
長
崎
支
店

記
念
館

参
加
者

五
十
七
名

支
部
長

工
藤

是
正（
大
工
）

副
支
部
長

田
上

義
高（
大
工
）

〃

平
山

正
則（
大
工
）

〃

北
村

五
男（
左
官
）

〃

諸
山

克
吉（
硝
子
工
）

〃

竹
崎

初
雄（
大
工
）

書
記
長

大
賀

修
司（
専
従
）

担
当
補
佐

原
田

恒
久（
専
従
）

●
中
央
支
部

開
催
日

八
月
三
十
一
日
�

会

場

長
崎
県
勤
労
福
祉
会
館

参
加
者

一
〇
三
名

支
部
長

坂
口

忠
義（
左
官
）

副
支
部
長

内
野

幸
雄（
大
工
）

〃

手
水

鐵
吉（
大
工
）

〃

宇
土

満（
大
工
）

〃

山
口

龍
志（
左
官
）

〃

本
多

常
秋（
型
枠
大
工
）

書
記
長

大
賀

修
司（
専
従
）

●
浦
上
西
支
部

開
催
日

九
月
四
日
�

会

場

組
合
本
部

参
加
者

七
十
八
名

支
部
長

古
川

勝（
左
官
）

副
支
部
長

江
崎

久
人（
大
工
）

〃

村
岡

広
明（
左
官
）

〃

山
口

好
行（
大
工
）

〃

井
上

義
満（
大
工
）

〃

木
下

広
次（
大
工
）

〃

山
崎

司（
大
工
）

〃

佐
藤

昭
彦（
塗
装
工
）

〃

河
上

茂（
大
工
）

書
記
長

若
杉

孝
雄（
専
従
）

●
浦
上
東
支
部

開
催
日

八
月
二
十
八
日
�

会

場

長
崎
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
者

四
十
六
名

支
部
長

田
中

秀
則（
左
官
）

副
支
部
長

森

政
一（
大
工
）

〃

杉
山

達
美（
左
官
）

〃

田
川

和
博（
大
工
）

書
記
長

井
関

一
幸

●
島
原
支
部

開
催
日

八
月
二
十
九
日
�

会

場

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
石
川

参
加
者

四
十
二
名

支
部
長

木
之
田

隆（
大
工
）

副
支
部
長

本
田

岩
勝（
大
工
）

〃

山
田

哲
夫（
大
工
）

〃

菅

進（
大
工
）

〃

町
田

清
人（
大
工
）

書
記
長

尾
�

和
利（
専
従
）

各各
支支
部部
大大
会会
開開
催催
ささ
れれ
るる

一一
、、〇〇
七七
七七
名名
がが
出出
席席

建
設
長
崎
第
６２
回
定
期
大
会
を
受
け
て
八
月
二
十
日
の
佐
世
保
中
央
支
部
・
佐
世
保
東
支
部
大
会
を
皮
切

り
に
、
全
十
五
支
部
の
支
部
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
大
会
は
、
仕
事
確
保
・
組
織
拡
大
を
、
重

点
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
。
参
加
者
は
、
組
合
員
・
主
婦
な
ど
全
体
で
一
、
〇
七
七
名
で
し
た
。

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５０７号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００７年（平成１９年）９月１５日発行



ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
長
崎
に
お
い

て
『
第
二
十
二
回
原
水
爆
禁
止

建
設
労
働
者
・
職
人
の
つ
ど

い
』
を
開
催
。
建
設
長
崎
を
含

む
全
国
、
二
十
三
県
連
・
組
合

よ
り
一
三
四
人
の
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。

自
ら
も
被
爆
し
な
が
ら
医
療

活
動
を
続
け
た
医
師
、
秋
月
辰

一
郎
を
モ
デ
ル
と
し
た
ア
ニ
メ

映
画
「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ

１
９
４
５
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ス
の

鐘
」
を
上
映
し
ま
し
た
。

つ
ど
い
の
最
後
に
は
建
設
長

崎
、
馬
渡
青
年
部
長
が
「
今
年

も
平
和
な
世
の
中
で
あ
り
続
け

る
た
め
に
、
一
致
団
結
し
て
い

こ
う
」
と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

八
月
八
日
、
建
設
長
崎
労
働

者
・
職
人
原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭

が
長
崎
市
の
原
爆
公
園
内
『
不

戦
平
和
の
塔
』
前
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

慰
霊
祭
で
は
、
原
爆
が
投
下

さ
れ
た
午
前
十
一
時
二
分
に
合

わ
せ
て
参
列
者
全
員
で
黙
祷
を

捧
げ
た
後
、
全
建
総
連
の
伊
藤

執
行
委
員
長
、
広
島
建
労
の
安

元
執
行
委
員
長
、
建
設
長
崎
の

金
子
委
員
長
が
代
表
献
花
を
行

い
ま
し
た
。

続
い
て
、
水
を
求
め
な
が
ら

亡
く
な
ら
れ
た
犠
牲
者
の
御
霊

を
慰
め
よ
う
と
、
建
設
長
崎
十

五
支
部
、
そ
し
て
全
国
各
地
よ

り
集
め
ら
れ
た
名
水
の
献
水
。

平
和
の
祈
り
を
込
め
て
折
ら
れ

た
折
鶴
二
十
三
万
三
一
五
九
羽

の
献
納
を
各
代
表
に
よ
り
行
い

ま
し
た
。

全
国
総
連
の
伊
藤
執
行
委
員

長
は
、「
組
織
を
挙
げ
て
核
兵

器
廃
絶
と
平
和
憲
法
遵
守
に
全

力
を
そ
そ
ぐ
」、
金
子
執
行
委

員
長
は
「
長
崎
を
最
後
の
被
爆

地
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
度
と
核
兵
器
を
使
わ
せ
な
い
。

戦
争
を
ゆ
る
さ
な
い
」
と
慰
霊

の
言
葉
と
共
に
、
平
和
へ
の
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
参
列
者
全
員
で
白
菊

を
一
輪
ず
つ
献
花
し
、
原
爆
犠

牲
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

建
設
長
崎
で
は
、
八
月
九
日

原
爆
の
日
の
夜
、
原
爆
殉
難
者

慰
霊
奉
賛
会
や
、
城
山
自
治
会

に
協
力
し
、
原
爆
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
の
冥
福
を
祈
る
と
共
に

平
和
運
動
の
一
環
と
し
て
、

「
浦
上
川
万
灯
流
し
」
を
行
い

ま
し
た
。

午
後
五
時
よ
り
松
山
橋
梁
下

に
長
崎
市
内
の
組
合
員
・
主
婦

会
の
皆
さ
ん
約
五
十
人
が
集
合

し
、
井
形
を
組
ん
だ
り
、
火
を

灯
す
作
業
に
ご
協
力
頂
き
ま
し

た
。午

後
七
時
過
ぎ
か
ら
、
地
域

の
小
学
生
や
住
民
の
方
々
に
よ

り
運
ば
れ
て
き
た
万
灯
が
、
井

形
に
取
り
付
け
ら
れ
る
と
、

次
々
に
川
に
流
さ
れ
帯
状
に
伸

び
た
約
八
〇
〇
個
の
万
灯
の
明

か
り
が
川
面
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
映

え
て
い
ま
し
た
。

原
爆
犠
牲
者
の
慰
霊
や
核
廃

絶
の
願
い
な
ど
、
平
和
へ
の
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
の
せ
浦
上
川

河
口
へ
と
静
か
に
流
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

被被
爆爆
６６２２
年年

建
設
労
働
者
職
人

原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭

全全
建建
総総
連連
二二
七七
県県
連連
・・
組組
合合

一一
九九
三三
名名
がが
参参
列列

29,850羽と広島へも3,000羽
建
設
長
崎
本
部
主
婦
会
で
は
、
毎
年
恒
例
と

な
っ
て
い
る
、
建
設
労
働
者
・
職
人
原
爆
殉
難
者

慰
霊
祭
に
献
納
す
る
千
羽
鶴
を
作
成
し
ま
し
た
。

各
支
部
主
婦
会
の
皆
様
に
お
願
い
し
て
六
月
か
ら

折
り
始
め
た
鶴
に
糸
を
通
す
こ
と
は
、
ク
ー
ラ
ー

を
き
か
せ
て
い
て
も
、
暑
い
夏
に
は
大
変
な
作
業

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
で
一
羽
ず
つ
平
和
を
願

い
な
が
ら
て
い
ね
い
に
糸
を
通
し
、
見
事
な
千
羽

鶴
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
通
し
た
鶴
の
数
は
三

二
、
八
五
〇
羽
で
し
た
。
こ
の
う
ち
三
、
〇
〇
〇

羽
は
広
島
建
労
の
慰
霊
祭
に
献
納
し
ま
し
た
。
ご

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
主
婦
の
皆
様
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
部
主
婦
会

建設長崎主婦会から

『
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ス
の
鐘
』

職
人
の
つ
ど
い
で
上
映

全全建建総総連連 伊伊藤藤委委員員長長

建設長崎 金子委員長

平平和和へへのの願願いいをを込込めめてて全全国国のの仲仲間間かからら
２２３３万万１１，，１１５５９９羽羽のの千千羽羽鶴鶴がが寄寄せせらられれままししたた。。

講演をする有原誠治監督

毎月１回１５日発行 ２００７年（平成１９年）９月１５日発行建 設 長 崎第５０７号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）３�
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安
全
�

�
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

の
第
三
十
一
回
定
期
総
会
が
八

月
三
日
に
長
崎
市
出
島
町
の
長

崎
県
農
協
会
館
で
開
か
れ
、
協

会
役
員
二
十
三
名
、
会
員
三
十

二
名
ほ
か
総
勢
六
十
五
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

金
子
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、

先
に
行
わ
れ
た
県
議
選
に
お
け

る
当
選
の
お
礼
に
加
え
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
や
公
契

約
法
（
条
例
）
の
必
要
性
な
ど

を
説
明
。
来
賓
で
訪
れ
た
呉
祐

一
郎
県
土
木
部
ま
ち
づ
く
り
推

進
局
長
、
谷
村
隆
三
長
崎
県
建

設
業
協
会
長
に
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
事
に
入
り
、
十
八
年
度
の

事
業
報
告
や
歳
入
・
歳
出
決
算

報
告
な
ど
を
承
認
。
十
九
年
度

事
業
計
画
で
は
「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
中
心
に
、

仕
事
確
保
の
た
め
の
諸
活
動
を

行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
森
）

県
議
会
少
子
・
高
齢
特
別
委
員
会
の

県
外
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た

八
月
二
十
一
日
か
ら
石
川

県
と
福
井
県
へ
二
泊
三
日
の

視
察
。
山
田
委
員
長
を
筆
頭

に
十
名
の
議
員
で
出
発
。
福

岡
空
港
か
ら
富
山
空
港
へ
、

一
日
目
は
石
川
県
ま
で
の
移

動
日
、
気
温
三
十
五
度
と
い

う
異
常
な
暑
さ
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。

二
日
目
は
朝
か
ら
石
川
県

に
大
雨
洪
水
警
報
が
出
さ
れ

た
な
か
、
宿
舎
を
出
発
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、「
ま

す
ほ
の
里
」
を
視
察
、
入
所

グ
ル
ー
プ
分
け
が
地
域
別
と

な
っ
て
お
り
、
住
み
慣
れ
た

人
達
と
共
に
生
活
す
る
こ
と

で
孤
独
感
な
ど
マ
イ
ナ
ス
面

を
で
き
る
だ
け
払
し
ょ
く
す

る
配
慮
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

次
に
石
川
県
庁
へ
、
こ
こ

は
子
供
対
策
に
お
い
て
は
先

進
県
で
少
子
化
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。

保
育
所
の
設
置
数
は
日
本

一
で
、
入
所
待
機
児
童
は
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

現
在
、
子
供
を
三
名
生
ん
だ

家
族
へ
の
特
典
サ
ー
ビ
ス
を

企
業
と
共
に
進
行
中
で
あ
り
、

地
域
と
し
て
何
と
し
て
も
少

子
化
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う

と
の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
た
視

察
で
し
た
。

三
日
目
は
福
井
県
、
昨
年

の
出
生
率
が
増
加
に
転
じ
た

全
国
唯
一
の
県
で
す
。

さ
す
が
に
細
や
か
な
施
策

が
お
こ
な
わ
れ
、
子
供
が
三

人
目
と
な
れ
ば
医
療
費
助
成

事
業
が
就
学
前
ま
で
無
料
と

か
、子
育
て
応
援
企
業
へ
の
表

彰
と
併
せ
て
の
県
融
資
の
優

遇
な
ど
の
利
点
が
有
る
な
ど
。

今
回
初
め
て
の
視
察
で
し

た
が
、
地
域
性
・
土
地
柄
な

ど
長
い
年
月
で
培
わ
れ
て
き

た
風
土
も
基
礎
と
し
て
横
た

わ
っ
て
い
る
こ
と
も
感
じ
ま

し
た
。
長
崎
に
見
合
っ
た
取

り
組
み
も
十
分
に
で
き
る
と

肌
で
感
じ
た
研
修
で
し
た
。

子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

今
回
の
研
修
を
生
か
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

改
正
建
築
基
準
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

昨
年
、
耐
震
強
度
偽
装
事
件

の
再
発
防
止
に
関
連
し
て
、
建

築
基
準
法
、
建
築
士
法
等
が
改

正
さ
れ
、「
建
築
確
認
・
検
査

の
厳
格
化
」、「
民
間
確
認
検
査

機
関
に
対
す
る
指
導
監
督
の
強

化
」、「
建
築
士
等
に
対
す
る
罰

則
の
強
化
」
な
ど
一
部
に
つ
い

て
は
、
今
年
六
月
二
十
日
か
ら

施
行
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
改
正
建
築
基
準
法
の

施
行
で
一
定
の
高
さ
以
上
等
の

建
築
物
で
は
、
第
三
者
機
関
に

よ
る
構
造
審
査
（
ピ
ア
チ
ェ
ッ

ク
）
が
義
務
付
け
ら
れ
る
ほ
か
、

建
築
確
認
の
審
査
期
間
の
延
長
、

建
築
確
認
や
中
間
・
完
了
検
査

に
関
す
る
指
針
の
制
定
、
三
階

建
て
以
上
の
共
同
住
宅
へ
の
中

間
審
査
の
義
務
付
け
、
建
築
設

計
に
複
数
の
設
計
者
が
係
っ
て

い
る
場
合
は
確
認
申
請
書
に
全

員
の
氏
名
等
を
記
載
す
る
等
、

建
築
確
認
申
請
時
の
手
続
き
が

変
更
と
な
り
ま
す
。（
表
１
）

ま
た
、
構
造
計
算
が
審
査
省

略
と
な
っ
て
い
る
小
規
模
木
造

建
築
物
（
４
号
建
築
物
）
の
確

認
申
請
に
必
要
な
図
書
は
従
来

通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
特
例
は
平
成
二
十
年
秋
以
降

に
は
見
直
さ
れ
ま
す
。

建
築
確
認
の
厳
格
化
・

審
査
中
の
差
し
替
え
Ｎ
Ｇ

建
築
確
認
で
は
審
査
が
厳
し

く
な
り
、
建
築
基
準
法
な
ど
関

係
法
令
と
適
合
し
な
い
場
合
や
、

設
計
図
書
に
不
整
合
が
見
つ

か
っ
た
場
合
は
、
改
め
て
申
請

し
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

審
査
途
中
の
設
計
変
更
も
認
め

ら
れ
な
い
。
図
書
の
差
し
替
え

は
、
誤
記
・
記
載
漏
れ
や
、
申

請
者
が
記
載
し
よ
う
と
し
て
い

た
内
容
が
容
易
に
推
測
で
き
る

ケ
ー
ス
な
ど
軽
い
不
備
を
除
い

て
認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

審
査
途
中
の
設
計
図
書
の
手

直
し
は
従
来
も
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
指
定
確
認

検
査
機
関
ら
が
問
題
を
指
摘
し

修
正
し
た
上
で
確
認
を
下
ろ
す

こ
と
が
一
般
化
し
て
い
ま
し
た
。

国
交
省
は
こ
う
し
た
慣
行
が
耐

震
偽
装
の
一
因
に
な
っ
た
と
み

て
お
り
、
新
た
に
設
け
た
建
築

確
認
の
指
針
で
厳
し
く
対
処
す

る
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
す
。

労働保険適用促進月間です
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す

る
事
業
主
は
、
法
律
に
よ
り
労

働
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
と
は
、「
労
災
保

険
」
と
「
雇
用
保
険
」
を
総
称

し
た
制
度
で
、
労
働
者
が
失
業

し
た
場
合
の
失
業
給
付
や
業
務

災
害
の
際
の
災
害
補
償
等
労
働

者
の
保
護
及
び
福
祉
の
向
上
等

の
た
め
の
制
度
で
す
。

ま
た
、
事
業
主
に
対
し
て
は

雇
用
促
進
の
た
め
の
助
成
金
、

福
祉
の
増
進
等
の
た
め
の
援
助

制
度
が
あ
り
ま
す
。

事
務
手
続
き
は
、﹇
労
働
保

険
事
務
組
合
﹈
ま
た
は
﹇
社
会

保
険
労
務
士
﹈
を
通
じ
て
加
入

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
へ

お
た
ず
ね
下
さ
い
。

県
議
会
だ
よ
り
４

第
三
十
一
回
定
期
総
会

社
団
法
人
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

１０月は

長崎労働基準監督署
電話846-6353適用係

長崎公共職業安定所
電話862-8647適用係

規 模 要 件

４階建て以上

３階建て以下で、高さは１３�超または軒高
９�超

高さ２０�超

高さ１３�超または軒高９�超

高さ２０�超

構 造

S造

RC造

木造

RC造とSRC造の併用

建築確認・検査の厳格化

一定規模以上の建築物へのピアチェック義務付け
ピアチェックを行う指定構造計算適合性判定機関の創設
建築確認審査期間を２１日→３５日に延長（最大７０日まで再延長可）
３階建て以上の共同住宅への中間検査義務付け（地下１階地上２階建
なども含む）
建築確認、中間検査、完了検査の指針の導入
構造計算方法の明確化（告示などで規定）

指定確認検査機関の業務適正化

指定要件の強化（実施体制、損害賠償能力、中立要件を強化）
特定行政庁が立ち入り検査を実施

建築士業務の適正化

名義貸し、違反行為の指示などを禁止
確認申請書などに設計担当建築士すべての氏名記載を義務付け
建築士事務所の業務実績や所属建築士氏名の報告制度の創設、知事に
よる閲覧実施

設計図書保存の強化

特定行政庁の図書保存を義務付け
指定確認検査機関、建築士事務所の図書保存期間の延長（１５年間に）

罰則の強化

耐震基準などの実体規定違反（建築基準法）
３年以下の懲役、３００万円以下の罰金（法人は１億円）
建築士、建築士事務所の名義貸し、構造安全性の虚偽（建築士法）
１年以下の懲役、１００万円以下の罰金
不動産取引における重要事項の不実告知（宅建業法）
２年以下の懲役、３００万円以下の罰金（法人は１億円）

住宅売り主などの瑕疵担保責任の履行に関する情報開示

契約前に、保険加入有無に関する説明を義務付け（宅建業者が対象）

●
平
成
１９
年
度
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

社
員
の
安
心
を
守
る
の
は
、

社
長
の
責
任
で
あ
り

社
会
の
義
務
で
す

社
員
、従
業
員
、ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る

会
社
は
、す
ぐ
に
労
働
保
険（
労
災
・
雇
用
）に
加
入
を

【表１】改正建築基準法のポイント

【表２】ピアチェックが必要な主な建築物

労労働働保保険険にに加加入入ししままししょょうう

特特別別養養護護老老人人ホホーームムをを視視察察すするる金金子子県県議議

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５０７号 ４�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００７年（平成１９年）９月１５日発行



浦

大

夏

日

上
西
支
部
で
は
、
八
月
五

日
�
、
城
栄
町
商
店
街
の

十
八
銀
行
駐
車
場
に
て
、「
第

二
十
八
回
城
栄
会
夏
祭
り
」
協

賛
の
住
宅
デ
ー
（
包
丁
研
ぎ
・

ま
な
板
削
り
・
住
宅
相
談
）
を

開
催
。
組
合
員

十
四
人
、
主
婦

会
八
人
の
方
に

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。

午
前
九
時
過
ぎ
か
ら
お
客
さ

ん
が
次
々
に
来
ら
れ
、
使
い
込

ま
れ
た
包
丁
・
ま
な
板
が
た
く

さ
ん
集
ま
り
ま
し
た
。

夏
の
暑
い
日
差
し
が
カ
ン
カ

ン
と
照
り
つ
け
、
蒸
し
暑
い
中

組
合
員
の
皆
さ
ん
は
、
額
か
ら

汗
し
な
が
ら
、
一
本
一
本
丁
寧

に
研
ぎ
上
げ
て
ま
し
た
。

組
合
員
さ
ん
の
作
業
を
見
て
い

た
婦
人
の
お
客
さ
ん
か
ら

「
や
っ
ぱ
り
自
分
た
ち
で
は
、

こ
ん
な
に
奇
麗
に
研
ぐ
こ
と
は

で
き
な
い
も
ん
ね
。
や
っ
ぱ
り

料
理
も
切
れ
る
包
丁
で
調
理
し

た
方
が
、
上
手
に
出
来
る
も
ん

ね
」
と
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し

た
。来

場
者
は
八
〇
人
で
、
研
ぎ

上
げ
た
包
丁
・
ハ
サ
ミ
が
一
五

三
本
、
削
っ
た
ま
な
板
二
十
一

枚
で
し
た
。

当
日
は
、
商
店
街
に
お
い
て

賃
金
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
行
動

も
分
担
し
て
行
い
ま
し
た
。

支
部
奉
仕
活
動
も
、
地
域
に

根
ざ
し
た
取
り
組
み
で
着
実
に

浸
透
し
つ
つ
あ
り
、
今
後
も
地

域
の
住
民
の
皆
様
と
ふ
れ
あ
う

こ
と
が
出
来
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

（
若
杉
）

浦
上
西
支
部
住
宅
デ
ー
参
加
者

（
敬
称
略
）

古
川

勝

前
田

三
男

村
岡

広
明

井
上

義
満

山
形

信

川
上

茂

岩
村

嘉
明

木
下

広
次

小
峰

�
夫

田
浦

安
彦

前
川

友
一

松
浦

学

江
崎

久
人

道
端
ナ
ミ
子

栗
原
由
理
子

山
形
マ
ス
子

松
川
波
留
子

有
川
ヤ
ツ
子

松
浦

京
子

田
崎
美
代
子

池
永
ミ
ツ
エ

浦
支
部
で
は
、
八
月
十
八

日
�
に
、
戸
町
夏
祭
り
協

賛
の
住
宅
フ
ェ
ア
を
行
い
ま
し

た
。
組
合
員
二
十
一
名
の
参
加

を
い
た
だ
き
暑
い
中
、
住
宅
相

談
や
、
無
料
包
丁
研
ぎ
サ
ー
ビ

ス
、
子
供
木
工
教
室
を
行
い
ま

し
た
。

風
も
あ
ま
り
吹
か
ず
日
差
し

が
強
い
中
、
小
さ
な
子
供
た
ち

は
竹
と
ん
ぼ
を
大
喜
び
で
飛
ば

し
、
木
工
教
室
で
は
小
学
生
が

夏
休
み
の
宿
題
に
ち
ょ
う
ど
良

い
と
一
生
懸
命
に
本
立
て
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
包
丁
研
ぎ

で
は
、
包
丁
八
十
二
本
、
は
さ

み
一
本
を
研
ぎ
、
来
て
い
た
だ

い
た
方
か
ら
は
、「
毎
年
楽
し

み
に
し
て
い
る
」
と
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
部
か
ら
は
、

金
子
委
員
長
が
応
援
に
来
て

「
暑
い
中
お
疲
れ
様
」
と
笑
顔

で
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
で
地
域
の
人
た
ち

へ
の
役
に
も
立
て
、
建
設
長
崎

と
言
う
名
前
も
覚
え
て
貰
い
、

仕
事
確
保
に
繋
げ
て
い
け
る
よ

う
進
め
て
い
き
た
い
。（
大
賀
）

大
浦
支
部
住
宅
デ
ー
参
加
者

（
敬
称
略
）

工
藤

是
正

平
山

正
則

池
田

輝
男

梅
澤

利
久

竹
市

幸
信

松
尾

哲
夫

小
野

義
龍

安
達
九
州
男

平
山

宏
三

竹
崎

初
雄

春
尾

末
吉

田
上

義
高

松
山

力
男

伊
藤

嘉
典

鳥
田

時
治

川
原
喜
久
雄

相
川

政
敏

北
村

五
男

諸
山

克
吉

古
里

治
夫

工
藤

大
介

の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
西
彼
支
部
の
各
分
会

で
は
『
住
宅
デ
ー
』
を
開
催
し

ま
し
た
。

八
月
十
九
日
�
に
分
会
の

ト
ッ
プ
を
き
っ
て
琴
海
分
会
が
、

Ｊ
Ａ
村
松
・
長
浦
・
形
上
の
各

支
所
の
三
会
場
で
包
丁
研
ぎ
の

無
料
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
、
恒

例
と
な
っ
た
包
丁
研
ぎ
の
サ
ー

ビ
ス
に
、
開
始
予
定
の
八
時
前

か
ら
多
く
の
お
客
さ
ん
が
こ
ら

れ
、
組
合
員
さ
ん
ら
は
、
汗
だ

く
に
な
り
な
が
ら
包
丁
を
一
本

ず
つ
丁
寧
に
研
ぎ
あ
げ
て
い
き

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
組
合
員
三
十
七

名
の
協
力
に
よ
り
三
五
一
本
の

包
丁
を
研
ぎ
あ
げ
ま
し
た
。

翌
週
二
十
五
日
�
に
は
、
西

彼
分
会
が
Ｊ
Ａ
長
崎
西
彼
（
西

彼
町
小
迎
郷
）で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
、
初
の
試
み
で
あ
り
ま

し
た
が
、
会
場
で
は
農
協
祭
が

開
催
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
新
聞

の
折
込
広
告
の
効
果
に
よ
り
人

が
集
ま
る
の
で
は
？
と
期
待
し

て
の
開
催
で
し
た
。

し
か
し
、
通
行
人
も
こ
ち
ら

を
見
な
が
ら
通
っ
て
い
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
思
っ
た
ほ
ど

の
来
客
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
な
か
に
は
包
丁
を

家
に
取
り
に
帰
る
人
も
あ
り
、

丁
寧
に
研
ぎ
あ
げ
た
包
丁
を
手

渡
す
際
に
は
『
住
宅
に
関
す
る

相
談
は
ぜ
ひ
！
』
と
い
っ
た
宣

伝
も
し
っ
か
り
行
い
、
組
合
員

十
名
の
協
力
に
よ
り
四
十
六
本

の
包
丁
を
研
ぎ
あ
げ
ま
し
た
。

（
城
下
）

琴
海
分
会
住
宅
デ
ー
参
加
者

（
敬
称
略
）

川
上

秋
芳

石
坂
福
次
郎

森

進

松
山

義
廣

山
下

二
郎

今
里

正
吉

川
上

雅
彦

井
手

正
巳

森

攝

神
近

剛

高
木

公
雄

井
手

吉
一

石
橋

洸

山
下

繁
昌

岸
川
久
美
男

石
橋

宜
典

田
口

和
彦

岑
山

義
徳

川
崎

康
夫

山
崎

康
博

島
本

治

相
川

守

松
尾

孝

浦
添

朝
男

岳
本

吉
郎

山
中

茂

山
本

辰
美

岸
山

正

前
尾

辰
美

毛
利

初
実

太
田

正
利

小
山

哲
男

溝
口

安
広

石
橋

忍

林

一
弘

石
橋

智
広

西
彼
分
会
住
宅
デ
ー
参
加
者

（
敬
称
略
）

川
本

雅
彦

入
江

隆
行

松
尾

博
幸

浦
富

幸
治

原
口

福
美

永
田

弘
保

前
田

義
則

松
本

敏
弘

永
田

弘
行

尾
崎

由
盛

●
琴
海
分
会

●
西
彼
分
会

見
分
会
で
は
八
月
十
九
日

�
、
残
暑
厳
し
い
中
、
網

場
漁
協
前
で
、
住
宅
デ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

漁
港
と
い
う
こ
と
で
、
包
丁

研
ぎ
・
ま
な
板
削
り
を
中
心
に

行
っ
た
と
こ
ろ
、
錆
び
た
包
丁

な
ど
多
数
持
ち
込
ま
れ
、
大
変

苦
労
し
ま
し
た
が
、
無
事
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
央
支
部
日
見
分
会

住
宅
デ
ー
参
加
者（

敬
称
略
）

坂
口

忠
義

川
原

亀
喜

伊
東

秀
政

内
野

幸
雄

馬
渡

正
幸

山
下

廣
造

石
橋

廣
喜

樋
口

正
人

西
村

忠
光

吉
田

一

栗
田

義
男

林

次
夫

手
水

鐡
吉

宇
土

満

馬
場
ヒ
ロ
子

栗
田
ミ
ド
リ

川
原

幸
枝

内
野

計
子

馬
渡
ヒ
ロ
子

樋
口
須
磨
子
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をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに 日見分会

中
央
支
部

大浦支部

支

住
宅
デ
ー
特
集

部

だ

よ

り

戸戸
町町
夏夏
祭祭
りり
住住
宅宅
フフ
ェェ
アア

子
供
た
ち
に
大
盛
況

浦上西支部

西彼支部

琴琴海海分分会会住住宅宅デデーー

西西彼彼分分会会住住宅宅デデーー

夏夏
のの
大大
イイ
ベベ
ンン
トト
・・
住住
宅宅
デデ
ーー

城城
栄栄
会会
夏夏
祭祭
りり
協協
賛賛

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
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11/9�
（金）�

長崎駅前� 出島道路� 下関IC

昼：×�

大村IC 関門大橋�
08：00 11：0010：00

諫早IC

下関：カモンワーフ（自由昼食・お買物）� 下関市民会館：綾小路きみまろ爆笑ライブ�
12：00 13：00 15：0014：00より開演�

食事�スケジュール�日次�

下関IC 大村IC 諫早IC 出島道路� 長崎駅前�
18：30頃�

11/9�
（金）�

11/10�
（土）�

長崎駅前� 出島道路� 下関IC

昼：○�

夕：○�

朝：○�

昼：×�

大村IC 関門大橋�
08：00 11：0010：00

諫早IC

下関（昼食：ふく料理）� 下関市民会館：綾小路きみまろ爆笑ライブ�

※山口県最古の温泉でゆっくりと温泉三昧。旬の味覚もお楽しみ下さい！！�

長門湯本温泉（泊）�
12：00 13：00 15：00 16：3014：00より開演�

長門湯本温泉� 仙崎（お買物）� 金子みすゞ記念館�
（下車・入場観光）�

角島大橋�
（下車観光）�

08：30 08：45 09：10 09：30 10：00 11：4011：15

下関：カモンワーフ（自由昼食・見学）� 下関IC 大村IC 諫早IC 出島道路� 長崎駅前�
13：10 14：20 18：00頃�

食事�スケジュール�日次�

近畿日本ツーリスト�

非常に強い�
アフラックの�
保険財務力格付け�
（スタンダード＆プアーズ/平成19年6月現在）�

・保険財務力格付けは、保険金支払いの能力に対する格�
　付会社の意見を表しています。�
・格付けは現在の情報に基づいており、将来的には変化�
　する可能性があります。�

雲

講師団

・工業高校教諭

・一級建築士

・その他専門講師

訓練科目

建築設計科
２カ年

木造建築科
２カ年

（長崎学院のみ実施）

訓練時間

（長崎学院のみ）
午前９時～午後５時
（他の３校は）
午後６時３０分～９時

訓練日

（長崎学院は昼間
訓練）毎週（土曜
日）（他の３校は
夜間訓練）毎週
３日間（月・火・
水）

募集期間

平成２０年
３月３１日
まで

ひ
と
つ
な
い
晴
天
の
も
と
、

八
月
最
後
の
日
曜
日
と
な

る
二
十
六
日
、
午
前
九
時
よ
り
、

牧
島
町
の
『
建
設
長
崎
ペ
ー
ロ

ン
倉
庫
』
に
て
住
宅
デ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

役
員
を
中
心
に
、
戸
石
・
牧

島
地
区
の
組
合
員
二
十
名
の
参

加
で
、
包
丁
磨
ぎ
、
ま
な
板
削

り
を
メ
イ
ン
に
、
希
望
者
に
は

「
ま
な
板
」
や
「
ス
ノ
コ
」
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
行
い
ま
し
た
。

三
年
ぶ
り
の
同
地
区
で
の
住

宅
デ
ー
と
い
う
こ
と
で
来
場
者

は
あ
ま
り
期
待
出
来
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
支
部
長
と
主
婦
会

に
よ
る
宣
伝
カ
ー
を
使
っ
て
の

巡
回
案
内
を
行
い
ま
し
た
。

包
丁
磨
ぎ
六
十
本
、
ま
な
板

削
り
六
枚
と
実
績
と
し
て
は
い

ま
い
ち
の
内
容
で
し
た
が
、
来

場
者
か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
の

言
葉
」
や
、「
鯛
や
ヒ
ラ
メ
の

差
し
入
れ
」
が
あ
り
、
磨
い
だ

包
丁
の
切
れ
味
を
試
す
な
ど
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い

が
出
来
た
活
動
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今
後
さ
ら
な
る
ふ
れ

あ
い
が
出
来
る
よ
う
定
例
化
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
井
関
）

東
長
崎
支
部
住
宅
デ
ー
参
加
者

（
敬
称
略
）

牧
島
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１、募集期間

２、応募手続き

�入学申込書
�写真（３�×４�）１枚

３、必要経費

入学金他手数料 ５５，０００円
授業料 毎月 １０，０００円
（組合員は 毎月 ８，０００円）

※ご確認ください
◎この資料は、記載の保険（プラン）の概要を説明し

ております。保障の開始と期間、保険料、解約払戻

金などの詳細については、ご検討の際にお渡しする

パンフレットや「ご契約のしおり・約款」にてご確

認ください。

◎お仕事の内容やご健康状態などによってはお申込み

をお引受けできない場合などがあります。

【個人情報の取扱に関する案内】
資料請求いただいたお客様の個人情報は、当社が委託を受けている生命保険会社・損害保険会社の各種商品やサービスの案内・提供・

維持管理を行うため利用させていただきます。
なお、当社における個人情報の取扱い及び当社が委託を受けている保険会社の範囲、あるいは、利用目的の通知、開示・訂正・削除等

については、ホームページ（http://www.ki‐ra‐ra.jp/）の「個人情報保護方針」をご覧いただきますようお願い申し上げます。
【個人情報に関するお問合せ窓口】
きらら保険サービス株式会社 お客様満足推進室 シニアマネージャ 連絡先 TEL：０９‐３５６４‐７７５２ e‐mail：privacy@ki‐ra‐ra.jp

働きながら高度な技術・技能の知識を修得しよう！

平成２０年度学院生募集
二級建築士、技能士の資格取得の早道

がんの場合 １００万円
上皮内新生物の場合 １０万円
１日につき １０，０００円
１回につき ２０万円

１回につき １５万円

１日につき ５，０００円

１日につき ５，０００円

技術料に応じて ６～１４０万円
一時金として １０万円

１日につき（最高１８０日）５，０００円

１０万円（がん以外で死亡のときは５万円）

初めて
診断確定されたとき
入院したとき
手術したとき
２０日以上の継続入院後
在宅療養したとき
５日以上の継続入院後
通院したとき
特定のがん治療で
通院したとき
先進医療をうけたとき
在宅末期医療を開始したとき
在宅末期医療を開始した日から
ケアを継続してうけているとき
がんで死亡したとき
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組 合 員 の 皆 様 へ

団体扱がん保険
の ご 案 内
●保険料一部抜粋（ご本人コース）
【保険料払込期間：終身】団体取扱・月払
（２００７年９月２日現在）

それぞれ１回限り

日数無制限

回数無制限

往診も含む

往診も含む

《お申込方法》 きらら保険サービス 九州支店までご連絡願います。

フリーダイヤル０１２０－１９１－４５５
※なお、お申込の際に、長崎県建設産業労働組合の組合員様であることをお申し付けください。

スペシャルプラン（解約払戻金あり）
保険期間：終身・契約年齢：満３歳～満８０歳（ご本人コース）２２１１世紀がん保険

■引受保険会社■

アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社） 福岡東支社
〒８１２‐００１８ 福岡市博多区住吉１‐２‐２５ キャナルシティ・ビジネスセンタービル１０Ｆ

TEL（０９２）２８１‐６７１６ FAX（０９２）２８１‐７３６０

■募集代理店（アフラックは代理店制度を採用しております）

きらら保険サービス株式会社 九州支店
〒８１２‐００１１ 福岡県福岡市博多区博多駅前１‐４‐４ JPR博多ビル

フリーダイヤル ０１２０‐１９１‐４５５
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女性

２，９００円

３，９０９円

５，２４０円

７，０８８円

男性

２，９００円

３，９０９円

５，２４０円

７，０８８円

契約年齢

３０歳

４０歳

５０歳

６０歳

募集人員

木造建築科

１０

０

０

０

建築設計科

２０

１０

１０

１０

電話

０９５－８６１－９２６１

０９５７－６３－１２９７

０９５７－５３－８３８５

０９５６－３３－０９４４

所在地

長崎市城山町１７－５８

島原市秩父ケ浦町２６６９－８

大村市玖島１丁目４９－２

佐世保市大黒町５３４－１８

学院名

長崎建設技術専門学院

島原建設技術専門学院

大村建設技術専門学院

佐世保建設技術専門学院

�行程に記された移動のための交通費（貸切バス） �上記に明記の食事代金 �入場施設の入場料金（きみまろ寄席・金子み
すゞ記念館）�有料道路代金・駐車場代金 �乗務員心付け �添乗員同行のための費用 �募集型企画旅行保険
※上記代金はお客様の都合により、一部利用されなくても払い戻しいたしません。 旅行代金算出基準日：２００７年７月２７日

上記以外は旅行代金に含まれませんが、参加に当たって通常必要となる費用を例示します。

�個人的性格の費用：飲物代、クリーニング代、電話代、任意の旅行保険など

旅行代金に含
まれるもの

旅行代金に含
まれないもの

�行程に記された移動のための交通費（貸切バス） �上記に明記の食事代金 �入場施設の入場料金（きみまろ寄席）
�有料道路代金・駐車場代金 �乗務員心付け �添乗員同行のための費用 �募集型企画旅行保険
※上記代金はお客様の都合により、一部利用されなくても払い戻しいたしません。 旅行代金算出基準日：２００７年７月２７日

上記以外は旅行代金に含まれませんが、参加に当たって通常必要となる費用を例示します。

�個人的性格の費用：飲物代、クリーニング代、電話代、任意の旅行保険など

旅行代金に含
まれるもの

旅行代金に含
まれないもの
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東長崎支部

１泊２日旅行代金
（大人お一人様） ２７，８００円（Ｂ席）

長崎駅前発着
（バス・トイレ付：和室４名１室利用）

（Ａ席希望の方は、１，０００円アップ、Ｓ席希望の方は２，０００円アップとなります）
〔日程表〕＊（２名１室希望者はおひとり様に付、４，０００円加算となります）

＊上記行程交通機関利用 バス：＝＝＝＝＝ 各自：……… ＊天候・道路事情等によりコースが変更となる場合があります。
＊食事の表記： 朝＝朝食 昼＝昼食 夕＝夕食（○＝食事つき ×＝食事なし）

■ご旅行日：平成１９年１１月９日�～１０日	 ■募集人員：２００名
■最少催行人員：４０名 ■食事：朝食１回 昼食１回 夕食１回
■添乗員名：長崎駅前発着で同行いたします ★諫早・大村からの乗車・下車もできます。係員にお尋ね下さい

■利用予定ホテル：西京、山村別館

営業時間：月～金 ９：００～１７：４５（土日祝日休み）
総合旅行業務取扱管理者：南部 勝也
担当：堀、真砂、西村、津田

TEL：０９５－８２４－１９１０
FAX：０９５－８２１－４８０６

長崎支店
〒８５０‐００３３ 長崎市万才町７－１（住友生命ビル１階）
国土交通大臣登録旅行業第２０号（社）日本旅行業協会正会員
ボンド保証会員 旅行業公正取引協議会会員

日帰り旅行代金
（大人お一人様）９，８００円（Ｂ席）

長崎駅前発着
（日帰り旅行）

（Ａ席希望の方は、１，０００円アップ、Ｓ席希望の方は２，０００円アップとなります）
〔日程表〕

＊上記行程交通機関利用 バス：＝＝＝＝＝ 各自：……… ＊天候・道路事情等によりコースが変更となる場合があります。
＊食事の表記： 朝＝朝食 昼＝昼食 夕＝夕食（○＝食事つき ×＝食事なし）

■ご旅行日：平成１９年１１月９日� ■募集人員：１５０名
■最少催行人員：４０名 ■食事：朝食０回 昼食０回 夕食０回
■添乗員：長崎駅前発着で同行いたします ★諫早・大村からの乗車・下車もできます。係員にお尋ね下さい

お問合せ・お申込先
（旅行企画・実施）

AF２０９－２００７－０１１６ ７月１２日

詳細についてのお問い合わせは各専門学院までお願い致します。

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５０７号 ６�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００７年（平成１９年）９月１５日発行


